
～環境教育・環境美化教育・海洋教育を通して～



～美しい海と陸を
いつまでもきれいに～

始まりは昭和43年

「海岸清掃活動開始！」



三陸復興国立公園
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種差小学校の教育目標
努力目標

「自ら学ぶ たくましい子」
○進んで発表する

○進んで協力する

○ねばり強く運動する

全校児童：１８名

教職員 ：８名







海洋教育の視点からの取組



始まりは昭和43年の

「海岸清掃活動から・・・」

☆地域の宝である種差海岸を守ろう。

☆自分たちも地域をきれいにしよう。



〇昭和４３年から現在も続く活動。
〇春：地域の活動への参加（種差海岸芝生地）
夏：学校行事として実施
（種差海岸芝生地や白浜海岸を中心に）

春の種差地域クリーン作戦 夏の種差小海岸清掃



〇夏の海岸清掃では、事後の活動で子ども自身に

よる環境・ごみに関わる話し合い

〇「どこからきたのだろう」「海が汚れる」など・・・。

なかよし班での振り返りと今後の活
動ための話し合い

現地での活動の振り返り



〇こうした活動の積み重ねから

・「地域をきれいにしよう。」

・「プラスチックや缶はリサイクル

できる。」

・「ごみを分別しておこう」

などの思いが生まれ、そして受け継がれ、

他の活動につながってきている。



○長期にわたり、特別活動、生徒指
導、青少年赤十字活動(JRC)の
計画に位置付けて取り組んできて
いる。

環境美化活動としての取組





〇町内会、ＰＴＡ、児童、教職員が一体と

なって

・年間３回の実施（春・夏・秋）

・４町内、計５５６戸各町内から回収

最近は、子どもたちも回収に一役

・ＰＴＡ、児童、職員による整理、

分別作業





〇平成４年から実施する児童会が中心と

なった児童主体の活動

・毎月の「０」の付く日（１０、２０，３０）

・登校時に各自ごみ拾い用のはさみと

ごみ袋をもってごみ拾い

・児童会の児童が分担して分別

・リサイクルできるアルミ缶は、小屋に

保管（次回の資源回収へ）



・安全に気を付けながら、
小さなごみもしっかり
拾ってきます。

・燃えるごみはこっち、ア
ルミ缶はこっちだよ。
燃えないごみはない？





〇海・地域とのかかわる学習「ウニの殻む

き」体験で出た殻をリサイクル

・漁業協同組合で殻を肥料化

（東日本大震災の津波で流された）

・現在は、殻を漁業協同組合のものと一

緒に業者処理へ

・ウニの殻からできた肥料を学校で利用



ウニの殻
を樹皮や
鶏糞とま
ぜて発酵
させ肥料
にする



ウニの殻からできた肥料の活用

学校園
の肥料
に

収穫した野菜は調理実習や
親子料理教室で利用



種差らしいお菓子づくり

○種差は、平成２５年に三陸復興国立公
園に指定された。
種差海岸インフォメーションセンターが
開設され、訪れてくれる方々をおもて
なしをしようと地域一丸となって頑張っ
ている。
私たちも何かできないか！



お菓子づくりをしよう

パッケージもみんなで
考えたよ

種差らしいも
のって何かな？
海藻は？



販売もみんなの手で

インフォメーション
センターで！

種差観光まつり
で！



種差小景観かるたづくり

実際に調べてみな
いとわからないな。

へー。こんなも
のが近くにあっ
たんだ。



種差小景観かるたづくり

絵はこんな感じで
どうかな・・・。

こんな素晴らし
い場所がありま
した。



種差小景観かるたづくり

できたかるたで大会を行っ
ています。



・各教室で掃除用の
お湯づくりです。

ペットボトルでお湯

その他こんなことも・・・

・安全に気を付けながら、ごみ
拾いも。（子どもの声から始
まりました。）



① きれいにする、拾う、分類する、リサイクルするという

活動の意義を再認識し、 日常の活動へとつなげるこ

とができた。（清掃活動や奉仕活動 など）

② 多様な場面で３R活動を意識し、自分たちで考え、
行動する児童の育成につながった。

③ 種差のよさ、美しさをさらに強く意識するようになった。

④ 地域の方々や関係団体と協力して活動することの

大切さを学び、地域活動への自主的な参加が増えた。

⑤ 「自分たちの住んでいる種差、地域を誇りに思う子ど

も」が育ってきた。

３Ｒ活動を通して



今後とも、ご協力よろしくお願いいたします。


